カナ入力による日本語文総索引の作成 by 土屋 信一 & Shin-ichi TSUCHIYA
国立国語研究所学術情報リポジトリ
カナ入力による日本語文総索引の作成
著者 土屋 信一
雑誌名 電子計算機による国語研究
巻 4
ページ 35-43
発行年 1972-03
シリーズ 国立国語研究所報告 ; 46
URL http://doi.org/10.15084/00001012
カナ入力による日本語文総索引の作成
土　　屋　　信　　一
1．はじめに
　これまで，国語国文学研究のために，いくつかの文献の語彙索引が作られて
きたが，それらは皆，ぼう大な年月と人力とによるものであった。それゆえ，
研究者にとっては，索引作りそれだけが一つの大事業と考えられてきたし，
「ためしに」索引を作ろうという安易な気持ちから索引作りを試みる人もいな
かった。ために，テキストに問題のある「枕草子」の索引はなかなか作られな
かったし，テキストに閥題がありかっ大部であるF宇津保物語」　「平家物語」
などの索引はいまだに作られない状態である。
　そこで，計算機を使って，少しでも人手を省くことができないかという考え
のもとに，索引作成システムを企画した。わずかでも人手が省かれた結果，研
究者が索引作りから，それだけ解放されるとか，気安く索引を作り，それを手
段として等親をすすめるという方法が取られる，とかいう傾向が少しでも現わ
れれば，この企画の目的は達成されたことになる。
2．　システム設計のねらい
　システム設計に際して，必要な条件を個条書きにする。
　〈1〕汎用性があること。（一つのシステムで，どり古典の索引も作れること。
　　索引の用途に応じた単位が選べること。）
　｛2）できるだけ安い経費で上げること。
　（3）索引は印棚物としてアウトプットされること。（利用者は計算機を使わ
　　ずに索引を利用し得ること。）
　②のためには，入手による方が安い作業（例：単位切り）は人手を使うこ
と，計算機の使用時間をできるだけ短くするためシステムを単純にすること，
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などが考えられる。
　また，これは重要な条件ではないが，シズテム設計とプログラミングを私一
人でやらなければならず，また，それにあまり時間をかけたくないので，あま
り複雑なシステムを設計しない方カミ望ましい。そのため，新しい情報処理の方
法の導入とか開発は全く考えなかった。なお，私は，電子計算機というもの
は，HITAC－3010しか知らないので，ここで戦える機械処理も，すべて
3010の能力の範囲内にとどまる。
3．　システムの概要
　最初に入出力機器について述べる。入力装置はフレキソを用いることにし
た。漢テレを用いなかったのは，出力の際多くの時間を要するのと，どこにで
もある機械ではないという理由からである。フレキソならば，入力作業を外注
することも可能である。出力装置はラインプリンターを用いることにした。フ
レキソを出力装置として使うことも可能であり，その方が便利な点もあるが，
機械のスピードと安定性から，ラインプリンターを選んだ。
　入出力装置が決まった結果，索引に使う文字はカタカナ・ローマ字・数字・
その他の記号の中から選ぶという制限ができた。本文には，この中からカタカ
ナを選ぶことにした。（m・一一マ字を選ばなかったのは，臼本語の索引には，カ
タカナの方が読みやすく，また便利であろうという判断による。）使用する文
字・記号は，カタカナ48，長音符号，句読点，濁点，半濁点，かっこ（）の5
種類である。この55種類があれば日本語の音節はだいたい表わすことができ
る。半濁点をさまざまな用途に使うのも一方法である。たとえば，万葉仮名の
甲乙も，乙類に半濁点を付するという方法を取れば表わせるし，　「オトッッァ
ン」の「ツァ」も「サ。」と表わすことができる。ただ，拗音・入声音などで普
通小書きにされる文字ア・イ・ウ・エ・オ・ツ・ヤ・ユ・ヨを半濁点で表わす
のは，配列の際やや不便である。また，かっこによって，さまざまの情報を付
加することも可能である。
　次に，作業の流れについて述べる。次に掲げたのだが，その流れ図である。
入力作業〔（1）・（2））およびデータ修正作業〔（6）・囲・岡コが入手による作業
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で，他はすべて機械による作業である。機械処理については次節に述べる。こ
こでは人手による作業のあらましを述べよう。
　○入力作業〔（1｝・②〕
　｛1｝はテキストを単位に切り，・それをカタカナに改め情報を付しながら入力原
稿を作成する作業である。この間に何度かの校合が行なわれる。入カデータは
1行を1レコードとする。原稿の形式は次のとおりである。
　・ページ……3けた（Pのあとにしるす）
　・行　……2けた（しのあどにしるす）
　・本　文……1行最大200回目濁点・半濁点・長音符号は1字，単位：切りの
　　　　　ため挿入したスペースもi字と数え，かっこ・句読点は合字，ヰ・
　　　　　エ。ヲはそれぞれ4宇と数える）
　　。1行が200掌を越えるときは，行を改めれば入力することができる。
　　。本文の前には必ずLC（オクタル57），おわりにはUC（オクタル17）と
　　　CRLF（オクタル55）がなければならない。
　　。句読点およびが？ζの前にはUC，あとにはしCが必ずなければならな
　　　い。
　　。ヰ・エ・ヲの前にはMC（オクタル37）あとにはしCが必ずなければな
　　　らない。
　・単　位……1単位は最大15字，句読点・かっこを付けても最大40字とす
　　　　　る。
　○データ修正作業〔（6）・囲・（16）〕　　　　　　　　　　　　　∵．
　データのミスの検出と修正は3個所で行なう。（このほか，（1）（2＞の段階でも，
前述のようにミスの灘が行なわれる．）このうち，講機によ・喉出した
ミスを修正する（6）が，作業の中心であり，⑯は（6）で発見し損つたミ〈を検出す
るためのもので，あまり検出能力はない。また，岡では嗣語形が集められ，一
応糊彫式にな・ているため・戦切りのミスなどωの聯で繰た燗的
な（高度な）ミスを検出すること歩できる。以上のよう’にして検出さ1’Vたミス
の修正はすべて入力原稿の段階で行なうことにした。、
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4．プログラム
　このシステムにおけるプログラムは次のとおりである。かっこ内の番号は流
れ図の該当番号である。
　Aデータ・チェック　（4｝・（5）
　ここでは主として（11の原稿作成の段階における勘違いによるミス，および②
のパンチ・ミスを検出するのが目的である。ミス・データがある場合，その所
在とミスの内容とがラインプリンターによって打ち出される。検出するミスの
種類は，レコードのフ」t’　一一マットに関するもの2種，UC・LC・MCなどの
キーの使い方に関するもの7種かっこの使い方に関するもの1種，レ＝一ド
・単位の長さに関するもの3種の計13種である。
　Bコーード変換　（7）
　ここでは，フレキソ・コードで書かれたレコードをテーブルを用いてライン
プリンター・コードに変換するのがおもな仕事である。その際，LCは＝（イ
コール）に，UCは’（アポストロフィ），　CRLFはE／1に変換される。そ
の結果，96文字モードでプリントすると，LCとUCのあいだのすべての文字
はカタカナ・濁音符・半濁音符・長音符で表わされる。なお，ヰ・エ・ヲは，
それぞれWイ・Wx・Wオで表わされる。また，このランでは，各レコードの
はじめにページと行とを付す作業もする。（原稿では，ページのはじめのみペ
ージ数をしるしてある。）
　C磁気テープ・データ・プリント　（9）
　これは，磁気テープに収められたデータを96文字モードで打ち出す作業であ
る。その際，レコードの総数も計算し，結果をプリントする。この数字は金デ
ータの行数の合計と一致するが，それよりも少なければ，数行が1レ＝一ドと
なっている（レコード間にギャップがはいっていない〉可能性があるので，デ
ータの検査をする必要がある。
　D索引用処理　鴎
　ここでは，スペースによって切られた1単位を見出し語とし，その語を中心
におき前後90字（語頭からうしろ47文字，前の語の最終の文字から前43字）を
用例として付し，最後にその語の存在するページ・行を付したレコードを作成
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する。用例を付する作業において，メモリ　一一内には，その語の属する行と前後
の各1行とがおさめられており，その中から90字が取られる。そのため，1行
を構成する字数が小さい場合，90字分用例が付けられないこともありうる。こ
のことは，このプログラムが短い行のデータを扱うのに適していないことを示
している。一行平均菊字以下のデータを扱う場合は，この部分のプログラムを
差しかえる必要があろう。
　なお，1単位を見出し語として立てる際，かっこおよび句読点は除いた。こ
れは同語形の語を集める際その方が便利だと老えたためである。この結果，句
読点の数を数えることや，文末の語形のみを取り出すことができなくなった，
などの欠点も生じた。
　E五十音遷頁ソート　（13）
　これは，見出し語を五十音順に配列し，同語形の中ではページ行数順に配列
する作業である。サービス・ルーチンを使用するため，技術的には容易であ
る。ただ，同ページ細行の同語形は，その出現順に配列すること溺できないた
め，テキストの順序と異なることがある。また，見出し語を語尾から五十音順
に配列することも容易にできる。
　F索引プリント　（15）
　これは，五十音順配列の済んだデータを索引の形で打ち出す作業である。一
応1ページ50語ずつプリントすることにした。また，このプログラムは，（12）の
データもプリントできるし，個で五十音順以外の配列を行なった揚合もプリン
トできる。
5．今後の問題
　以上で，このシステムの概要について述べたが，今後，この索引作成システ
ムをよりよいものにしていくために，すでに気のついているいくつかの事項に
ついてしるす。
　（1｝入力の際の情報を入れやすくすること。
　現在，入力原稿はカタカナに限られ，　（）によって付せられる情報もカタ
カナに限られている。．そのため，表記情報を付けるのが不便なので，改良しな
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ければならない。現在でも，原文のかなづかいを示したり，　「行なう」を「オ
コナウ（一一ナウ）1と書いて送りカ弐な表記を示すことはできるが，さらに漢
字を表わす工夫が必要と恩われる。また，アルファベットも使えるようにし，
品詞その他の情報を付けようと思えば付けられるようにする必要もあろう。
「」・？・！なども必要と思われる。
　（2）用例をもっと長くすること。
　現在，90字の用例を付しているが，これはラインプリンターの字数から割り
出したものである。さらに用例を長くし，カーード1枚分程度にして磁気テープ
に収めておき，必要度に応じて適当な長さに印字するようにするならば，これ
までのカードによる検索システムに完全に代わり得るであろう。
　（3）単位の切り方を数通りにすること。
　現在，単位の切り方は，一通りだけであるため，いく通りにも切れるもの，
または，切った方がよいと思われるものも，一通りにしか切ることができな
い。そのため，掛けことば・地礒・しゃれの類の処理が不十分なので，これを
解決するため，いく通りにも切れるようなシステムを考えたほうがよいと思わ
れる。
　（4｝このシステムをだれでも利用できるようにすること。
　このシステムのプログラムは，すべてアセンブラ言語で書かれている。そ
のため，HITAC3010を使う人には便利であろうが，他の機種を使う入には
金く役に立たない。今後システムを改良すると同時に，プログラムもコボルな
どのコンパイラに書き改めることが望まれる。
　（5）語と語形と表記との関係について研究すること。
　このシステムでは，テキストの語形がそのまま見出し語として表わされる。
そのため，語形をどのように表記しておくかが重要な問題となる。しかし，語
と語形と表記との関係についての概究がまだ不十分であるため，語形表記の方
－法が確立していない。
　たとえば，具体的には，　「こりや大変だ」という文を入力するさい，　「コリ
ャタイヘンダ」と書き改めたのち，どう単位を切ればよいだろうか，という問
題が起こる。「＝リャ」を1単位とするのは不便である。だからといって，
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「コリ／ヤ」とするなら，「コリ」「ヤ」という表記は語形を表わしているか疑
問であるし，また，検索する側からいっても，　「コリヤ……」を見つけ出すの
に「コリ」　「ヤ」を使うのは容易ではない。語はrこれ」　「は」であり，その
表証は「コレ」　「ハ」であると考え，　「コリ」　「ヤ」はその表現上変化したも
のと考え，入力では，　「コレ（コリ）／ハ（ヤ）」または「コレ（＝リヤ）／ハ
（コリヤ）」とするのも一方法であろうし，入力にローマ字を使って，「KOR
E（KOR）／wa（ya）」とするのも一方法であろう。
　これは一例であって，語と語形との関係の方が重要なことがらと思われる
が，まだ十分に考えていない。語と語形との関係を研究することによって，こ
こに作成された索引が，　「語形索引」から「語彙索引」に近づいてゆくことが
予想され，また，これまでの「語彙索引」についても考え直さなければいけな
いことがらが起こってくることが予想される。
追記：この索引作成システムの実用第1号として，洒落本「遊子方言」（岩
　　　波古典：文学大系59「黄表紙洒落本集」P270～P294）の索引を作成し
　　　fc。その一部を，最後に掲げる。
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